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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 59,077 △9.7 1,774 78.3 2,256 57.2 △5,316 ―

22年3月期 65,449 △20.6 994 973.0 1,436 ― △1,225 ―

（注）包括利益 23年3月期 △5,238百万円 （―％） 22年3月期 △1,123百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 △43.10 ― △31.5 3.8 3.0
22年3月期 △9.94 ― △5.9 1.9 1.5

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  684百万円 22年3月期  1,219百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 52,348 13,944 26.2 111.12
22年3月期 66,907 20,252 30.0 162.58

（参考） 自己資本   23年3月期  13,707百万円 22年3月期  20,056百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 9,749 5,275 △10,735 10,733
22年3月期 6,135 522 △5,709 6,446

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

24年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 27,400 △7.3 400 △85.0 250 △92.4 150 ― 1.22
通期 54,800 △7.2 800 △54.9 500 △77.8 300 ― 2.43



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 129,649,939 株 22年3月期 129,649,939 株

② 期末自己株式数 23年3月期 6,288,257 株 22年3月期 6,286,390 株

③ 期中平均株式数 23年3月期 123,362,574 株 22年3月期 123,364,489 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 57,429 △9.4 1,479 111.9 1,337 356.6 3,310 ―

22年3月期 63,395 △20.0 698 ― 292 ― △2,387 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 26.84 ―

22年3月期 △19.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 51,426 14,146 27.5 114.67
22年3月期 56,420 10,798 19.1 87.53

（参考） 自己資本 23年3月期  14,146百万円 22年3月期  10,798百万円

2.  平成24年3月期の個別業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表及び財務諸表
の監査手続を実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があり
ます。なお、上記予想に関する事項は２ページをご覧ください。 

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 26,500 △8.4 200 △92.1 150 △97.3 1.22
通期 53,000 △7.7 400 △70.1 300 △90.9 2.43
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1．経営成績 
(1) 経営成績に関する分析 

① 当期の経営成績 
当連結会計年度におけるわが国経済は、海外経済の回復による輸出の伸びや、政府の経済対策効果により

景気は緩やかな回復の動きが見られたものの、依然として厳しい雇用情勢やデフレ懸念により下振れリスク
を含んで推移しました。 

このような中、平成23年3月11日に発生しました東日本大震災による日本経済への影響は計り知れず、当
面先行き不透明な状況にあります。 

建設業界におきましては、公共投資の抑制と民間設備投資の低迷により、市場全体が縮小傾向となる中で
熾烈な受注競争が続いており、当社グループを取り巻く環境は厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況の下で、当社グループは、前々連結会計年度に策定いたしました中期経営計画に基づき経
営の効率化と業績の向上に努めてまいりました結果、売上高は590億円と前年と比べ9.7%減少いたしました
が、損益につきましては、営業利益17億円（前年同期比78.3％増加）、これに持分法投資利益６億円を加え、
経常利益22億円（前年同期比57.2%増加）となりました。しかしながら、第２四半期連結会計期間中に持分
法適用関連会社の株式を一部売却したこと等による投資有価証券売却損60億円等により税金等調整前当期
純損失51億円(前年同期は税金等調整前当期純損失10億円)、当期純損失53億円（前年同期は当期純損失12
億円）となりました。 

 
事業の種類別セグメントごとの業績を示すと次のとおりであります。(事業の種類別セグメントごとの業

績については、セグメント間の内部売上高等を含めて記載しております。) 

 

 （建設事業） 
建設事業を取り巻く環境は、建設市場の低迷が続く中、受注競争は更に激化し、厳しい状態が続いており

ます。そのような状況のもと努力を続けてまいりましたが、受注環境の悪化から、当社グループの建設事業
の売上高は559億円と前連結会計年度に比べ75億円(前年同期比11.9%減少)の減収となりました。損益につき
ましては、工事採算性の向上や経営効率の改善により利益率が向上したこと等により、営業利益33億円（前
年同期比6.0%増加）となりました。 

 
 （不動産事業） 

不動産事業を取り巻く環境は、景気の先行き不透明感などから、厳しい状態が続いております。当社グル
ープはこのような状況を考慮し、堅調な物件を中心に販売活動を行いました。これにより当社グループの不
動産事業の売上高は29億円と前連結会計年度に比べ11億円(前年同期比64.7%増加)の増収となりました。し
かし、地価の下落傾向は続き、当社グループとして保有する販売用不動産についての将来の事業収益性を考
慮し、より厳格な方法での評価の見直しを行った結果、販売用不動産評価損13億円を計上することとなりま
した。この結果営業損失は３億円（前年同期は９億円の損失）となりました。 

 
② 次期の見通し 

今後の見通しにつきましては、わが国経済は緩やかな回復の兆しが見られたものの、東日本大震災の影響
により先行き不透明感が拭えない状況にあります。 

建設業界におきましては、公共事業投資は縮減傾向が継続する中、震災対応の補正予算が見込まれるもの
の全体としては不透明な状況であり、民間設備投資は回復に遅れが予測されることから、当社を取り巻く環
境は依然厳しい状況が続くものと予想されます。 

また、不動産事業等におきましても、全国的な地価の上昇は依然として期待できず、直ちに業績向上には
繋がらないと考えております。 

これらの状況を踏まえ、当社グループの平成24年３月期の業績予想につきましては、売上高548億円、経
常利益５億円、また当期純利益３億円を予定しております。 

 
(2) 財政状態に関する分析 

① 資産、負債、純資産及びキャッシュ・フローの状況に関する分析 
当社及び連結子会社は、キャッシュ・フローの安定化を図りながら、財務体質の改善・資産の効率化に取

り組んでおります。 
（資産） 
流動資産は、現金預金が42億円増加し、受取手形・完成工事未収入金等が19億円、販売用不動産が27億円、

立替金が11億円、それぞれ減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ19億円減少し、428億円となり
ました。 

固定資産は投資有価証券が109億円、有形固定資産が15億円減少したこと等により、前連結会計年度末に
比べ125億円減少し、94億円となりました。 

以上の結果、総資産は前連結会計年度末に比べ145億円減少し、523億円となりました。 
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（負債） 
流動負債は、短期借入金が100億円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ77億円減少し、333

億円となりました。 
固定負債は社債が１億円、長期借入金が３億円、それぞれ減少したこと等により前連結会計年度末に比べ

４億円減少し、50億円となりました。 
以上の結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ82億円減少し、384億円となりました。 
（純資産） 
純資産は、当期純損失53億円及び持分法の適用範囲の変動による利益剰余金の減少額10億円により利益剰

余金が61億円減少したこと等により、前連結会計年度末より63億円減少し、139億円となりました。 
（キャッシュ・フロー） 
当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローについては、工事代金の回収及び販売用不動産の売

却に努めました結果、97億円の資金の増加（前年同期は61億円の増加）となりました。 
投資活動によるキャッシュ・フローについては、主に投資有価証券の売却により52億円の資金の増加（前

年同期は５億円の増加）となりました。 
財務活動によるキャッシュ・フローについては、有利子負債の圧縮に努めました結果、107億円の資金の

減少(前年同期は57億円の減少)となりました。 
以上の結果、現金及び現金同等物期末残高は、期首残高から42億円増加し、107億円となりました。 

 
②キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成２１年３月期 平成２２年３月期 平成２３年３月期 

自 己 資 本 比 率 ２４．１％ ３０．０％ ２６．２％

時価ベースの自己資本比率 ４．６％ １０．１％ ３０．６％

キャッシュ・フロー
対有利子負債比率 － 3.25 0.94

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ － 9.77 28.25

（注）自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 
インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／ 利息の支払額 
※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 
※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 
※キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 
※有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象

としております。 
※２１年３月期の「キャッシュ・フロー対有利子負債比率」「インタレスト・カバレッジ・レシオ」

は、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、記載を省略しております。 
 

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期の配当 

当社の利益配分につきましては、会社を取り巻く環境を勘案しつつ長期安定的な配当を継続することを基本にし

ております。 

しかしながら、当期の配当につきましては厳しい経営環境を勘案し、遺憾ながら無配とさせていただく予定であ

ります。 
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2．企業集団の状況 
平成22年度において、当社の持分法適用関連会社であった佐藤工業株式会社は当社の保有する株式の一部売

却により当社の関連会社ではなくなりました。また、当社の持分法適用関連会社であった田浦開発株式会社は

清算結了により当社の関連会社ではなくなりました。上記の変更以外は最近の有価証券報告書（平成22年６月

30日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社の状況」から重要な変更がありません。 

 

3．経営方針 
(1) 会社の経営の基本方針 

当社は「良質の建設サービスを安全かつ経済的に顧客に提供し、社会に貢献する」ことを企業理念として掲

げ、長期的に安定して存続・発展していく企業を目指して、更に、経営の効率化・合理化を推進し、経営体質

の改善と業績の安定的向上に努めております。 

この企業理念は子会社、関連会社についても同様であり、グループの力を結集して、顧客の満足を得られる

よう、努力してまいります。 
 

(2) 中長期的な会社の経営戦略と対処すべき課題 
当社は安定して存続・発展していく企業を目指し、また、急激に変化する事業環境に対応するため、中期経

営計画（３ヶ年）を策定し取り組んでおります。 

先の計画「中期経営計画(2008年度～2010年度)」(平成20年10月1日発表)では、「本業収益構造の抜本的見

直しにより安定した黒字体質を築く」を基本方針に、当社の得意分野である臨海部へ経営資源を集中させ積極

的な取り組みを行うとともに、建築事業では選別受注の徹底を実施したことにより工事採算性の向上を図り、

併せて経営効率の改善を実施しました。 

また、有利子負債の大幅な圧縮により財務体質の改善強化を図ってまいりました。 

現在策定中の新計画におきましては、「継続企業としての足固め」を基本方針とし、更なる経営効率の向上

を図るため全社一丸となり取り組み、堅固な経営基盤を築くとともに、防災活動や地域交流等の社会貢献活動

を推進することにより真に信頼される企業となることを目指してまいります。 

また、東日本大震災からの復旧・復興に向け、建設業の社会的責任を果たすべく、当社グループ総力を挙げ

尽力してまいります。 
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 6,501 10,775

受取手形・完成工事未収入金等 19,055 17,122

販売用不動産 12,751 9,966

未成工事支出金 2,768 2,103

不動産事業等支出金 0 3

繰延税金資産 740 640

立替金 2,463 1,320

その他 1,250 975

貸倒引当金 △684 △15

流動資産合計 44,845 42,891

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 3,606 3,099

機械、運搬具及び工具器具備品 4,102 3,934

船舶 4,230 4,230

土地 5,865 4,766

リース資産 24 42

建設仮勘定 35 －

減価償却累計額 △9,494 △9,290

有形固定資産合計 8,370 6,783

無形固定資産 104 115

投資その他の資産   

投資有価証券 12,736 1,769

その他 1,139 1,784

貸倒引当金 △298 △997

投資その他の資産合計 13,577 2,556

固定資産合計 22,052 9,454

繰延資産 9 2

資産合計 66,907 52,348
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 13,611 15,631

1年内償還予定の社債 350 150

短期借入金 19,100 9,053

リース債務 5 8

未払法人税等 117 156

未成工事受入金等 4,177 3,426

賞与引当金 65 176

完成工事補償引当金 46 42

工事損失引当金 217 365

災害損失引当金 － 271

その他 3,397 4,041

流動負債合計 41,088 33,325

固定負債   

社債 150 －

長期借入金 330 －

リース債務 17 24

繰延税金負債 12 38

再評価に係る繰延税金負債 1,225 1,027

退職給付引当金 3,592 3,842

訴訟損失引当金 37 －

その他 200 145

固定負債合計 5,565 5,078

負債合計 46,654 38,403

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,431 15,431

資本剰余金 5,154 5,154

利益剰余金 △643 △6,807

自己株式 △691 △691

株主資本合計 19,251 13,087

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 19 56

土地再評価差額金 786 563

その他の包括利益累計額合計 805 619

少数株主持分 196 236

純資産合計 20,252 13,944

負債純資産合計 66,907 52,348

若築建設㈱(1888)平成23年3月期決算短信

6



（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高   

完成工事高 63,488 55,962

不動産事業等売上高 1,961 3,114

売上高合計 65,449 59,077

売上原価   

完成工事原価 57,014 49,829

不動産事業等売上原価 1,170 1,817

販売用不動産評価損 1,463 1,318

売上原価合計 59,647 52,964

売上総利益   

完成工事総利益 6,474 6,133

不動産事業等総損失（△） △672 △20

売上総利益合計 5,801 6,112

販売費及び一般管理費 4,806 4,338

営業利益 994 1,774

営業外収益   

受取利息 27 32

受取配当金 15 245

持分法による投資利益 1,219 684

その他 40 41

営業外収益合計 1,302 1,003

営業外費用   

支払利息 634 399

支払手数料 143 44

その他 82 76

営業外費用合計 861 521

経常利益 1,436 2,256

特別利益   

前期損益修正益 190 139

固定資産売却益 27 151

投資有価証券売却益 49 －

その他 18 0

特別利益合計 287 291
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

特別損失   

前期損益修正損 105 289

固定資産売却損 25 126

固定資産除却損 26 4

投資有価証券売却損 － 6,023

減損損失 2,136 520

災害による損失 － 421

その他 502 357

特別損失合計 2,796 7,743

税金等調整前当期純損失（△） △1,072 △5,195

法人税、住民税及び事業税 156 178

法人税等調整額 △18 △97

法人税等合計 138 80

少数株主損益調整前当期純損失（△） － △5,276

少数株主利益 14 40

当期純損失（△） △1,225 △5,316
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（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純損失（△） － △5,276

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － 37

その他の包括利益合計 － 37

包括利益 － △5,238

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － △5,278

少数株主に係る包括利益 － 40
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 15,431 15,431

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 15,431 15,431

資本剰余金   

前期末残高 5,154 5,154

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,154 5,154

利益剰余金   

前期末残高 572 △643

当期変動額   

当期純損失（△） △1,225 △5,316

持分法の適用範囲の変動 － △1,069

土地再評価差額金の取崩 9 222

当期変動額合計 △1,215 △6,163

当期末残高 △643 △6,807

自己株式   

前期末残高 △691 △691

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △691 △691

株主資本合計   

前期末残高 20,467 19,251

当期変動額   

当期純損失（△） △1,225 △5,316

自己株式の取得 △0 △0

持分法の適用範囲の変動 － △1,069

土地再評価差額金の取崩 9 222

当期変動額合計 △1,215 △6,163

当期末残高 19,251 13,087
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △67 19

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 86 37

当期変動額合計 86 37

当期末残高 19 56

土地再評価差額金   

前期末残高 795 786

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △9 △222

当期変動額合計 △9 △222

当期末残高 786 563

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 728 805

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 76 △185

当期変動額合計 76 △185

当期末残高 805 619

少数株主持分   

前期末残高 181 196

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 14 40

当期変動額合計 14 40

当期末残高 196 236

純資産合計   

前期末残高 21,376 20,252

当期変動額   

当期純損失（△） △1,225 △5,316

自己株式の取得 △0 △0

持分法の適用範囲の変動 － △1,069

土地再評価差額金の取崩 9 222

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 91 △144

当期変動額合計 △1,124 △6,308

当期末残高 20,252 13,944

若築建設㈱(1888)平成23年3月期決算短信

11



（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純損失（△） △1,072 △5,195

減価償却費 281 235

減損損失 2,136 520

貸倒引当金の増減額（△は減少） 554 116

退職給付引当金の増減額（△は減少） 333 250

災害損失引当金の増減額（△は減少） － 271

その他の引当金の増減額（△は減少） 250 254

受取利息及び受取配当金 △42 △277

支払利息 634 399

持分法による投資損益（△は益） △1,219 △684

投資有価証券売却損益（△は益） △29 6,023

投資有価証券評価損益（△は益） － 57

固定資産除売却損益（△は益） 24 △20

売上債権の増減額（△は増加） 12,497 1,932

未成工事支出金等の増減額（△は増加） 2,775 661

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,073 －

販売用不動産の増減額（△は増加） － 2,784

仕入債務の増減額（△は減少） △11,632 2,020

未成工事受入金等の増減額(△は減少） △2,941 △750

その他の資産の増減額（△は増加） 1,384 671

その他の負債の増減額（△は減少） 53 584

その他 470 208

小計 6,530 10,066

利息及び配当金の受取額 344 277

利息の支払額 △628 △345

訴訟関連損失の支払額 － △74

法人税等の支払額 △111 △174

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,135 9,749

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △89 △85

有形固定資産の売却による収入 159 916

投資有価証券の取得による支出 △9 △7

投資有価証券の売却による収入 360 4,564

貸付けによる支出 △48 △173

貸付金の回収による収入 74 26

その他 74 34

投資活動によるキャッシュ・フロー 522 5,275
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,735 △9,574

長期借入金の返済による支出 △1,811 △803

社債の償還による支出 △1,160 △350

配当金の支払額 △0 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2 △7

預金の担保提供による支出 △1,534 △7,502

預金の担保解除による収入 1,534 7,502

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,709 △10,735

現金及び現金同等物に係る換算差額 △27 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 919 4,287

現金及び現金同等物の期首残高 5,526 6,446

現金及び現金同等物の期末残高 6,446 10,733
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（5）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

 

（6）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

項 目 
前連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

１．持分法の適用に関する

事項 

 

 

 

────── 佐藤工業株式会社は当連結会計年度

において、保有株式の一部売却により

関連会社ではなくなったため、持分法

の適用範囲から除外しております。ま

た、田浦開発株式会社は当連結会計年

度において清算が結了したことにより

関連会社ではなくなったため持分法の

適用範囲から除外しております。 

２．重要な引当金の計上基

準 

────── 災害損失引当金 

 災害の発生に起因し、損失の発生が見

込まれ、かつ、その金額を合理的に見積

もることができる損害について、その損

失見込額を計上しております。 

 なお、上記以外は、最近の有価証券報告書（平成 22 年６月 30 日提出）における記載から重要な変
更がないため、開示を省略しております。 
 

（7）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

────── 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

────── 
 

 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計

基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用してお

ります。 

なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調

整前当期純損失への影響は軽微であります。 

 

（持分法に関する会計基準の適用） 

当連結会計年度より、「持分法に関する会計基準」

（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）及び

「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用

しております。 

なお、これによる経常利益及び税金等調整前当期純

損失への影響はありません。 
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（8）追加情報 

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

────── 
 

 

当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会

計基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を

適用しております。ただし、「その他の包括利益累計

額」及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結会

計年度の金額は「評価・換算差額等」及び「評価・換

算差額等合計」の金額を記載しております。 

 
（9）連結財務諸表に関する注記事項 

 （連結貸借対照表関係） 

前連結会計年度 
（平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成23年３月31日） 

※１ 資産うち、下記のとおり担保に供しておりま

す。 

※１ 資産のうち、下記のとおり担保に供しておりま

す。 

(1）(イ)担保差入資産 (1）(イ)担保差入資産 
  

 百万円

完成工事未収入金 4,851 

販売用不動産 12,664 

建物 1,365 

土地 5,862 

計 24,744 
  

  
 百万円

完成工事未収入金 393 

販売用不動産 9,884 

建物 1,047 

土地 4,763 

投資有価証券 102 

計 16,191 
  

(ロ)担保付債務 (ロ)担保付債務 
  

 百万円

社債（１年以内償還予定） 350 

短期借入金 19,023 

社債 150 

長期借入金 330 

 計 19,853 
  

  
 百万円

社債（１年以内償還予定） 150 

短期借入金 9,003 

 計 9,153 

  
  

(2）上記の他、投資有価証券27百万円を非連結子会

社と金融機関との間で締結した借入契約に基

づく債務の担保に供しております。また、定期

預金41百万円を金融機関との間で締結した工

事保証契約に基づく担保に供しております。 

(2）上記の他、非連結子会社と金融機関との間で締

結した借入契約に基づく債務の担保として投

資有価証券27百万円を供しております。また、

当社が金融機関との間で締結した工事保証契

約に基づく担保として定期預金41百万円を供

しております。 

        

なお、上記以外は、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略します。 
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 （連結損益計算書関係） 

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

※１ 当連結会計年度において、当社グループは以下

の資産または資産グループについて減損損失を計

上しております。 

※１ 当連結会計年度において、当社グループは以下

の資産または資産グループについて減損損失を計

上しております。 
   

用途 種類 場所 件数

営業所等 

土地 
建物 
構築物 
機械装置 

大阪府
等 

8件 

賃貸用資産 
土地 
建物 

千葉県
等 

6件 

遊休資産 
土地 
建物 

東京都
等 

3件 
 

 

用途 種類 場所 件数 

事業用資産
土地 
建物 
構築物 

東京都
等 

4件 

賃貸用資産 土地 
福岡県
等 

2件 

遊休資産 

土地 
建物 
構築物 
機械装置

長崎県
等 

4件 

  

減損損失を認識した賃貸用資産及び遊休資産につ

いては、それぞれ個別の物件毎にグルーピングしてお

ります。 

上記資産の保有方針の変更等により、上記資産また

は資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失 2,136 百万円（営業所等・

土地 266 百万円、営業所等・建物 127 百万円、営業所

等・構築物０百万円、営業所等・機械装置２百万円、

賃貸用資産・土地 1,354 百万円、賃貸用資産・建物 258

百万円、遊休資産・土地 114 百万円、遊休資産・建物

12 百万円）として特別損失に計上しております。 

なお、当該資産または資産グループの回収可能価額

は正味売却価額を採用し、正味売却価額は路線価額等

を合理的に調整し処分費用等を加味して評価してお

ります。 

当社グループは、継続的に収支の把握を行っている

管理会計上の事業所等の単位毎に事業用資産をグル

ーピングしております。なお、賃貸用資産及び遊休資

産については、それぞれ個別の物件毎にグルーピング

しております。 

上記資産の保有方針の変更及び時価の下落等によ

り、上記資産または資産グループの帳簿価額を回収可

能価額まで減額し、当該減少額を減損損失 520 百万円

（事業用資産・土地 75 百万円、事業用資産・建物 56

百万円、事業用資産・構築物１百万円、賃貸用資産・

土地 334 百万円、遊休資産・土地 52 百万円、遊休資

産・建物０百万円、遊休資産・構築物０百万円、遊休

資産・機械装置０百万円）として特別損失に計上して

おります。 

なお、当該資産または資産グループの回収可能価額

は正味売却価額を採用し、正味売却価額は「不動産鑑

定評価基準」に基づいて算定しております。 

 なお、上記以外は、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略します。 

 

（連結包括利益計算書関係） 
 当連結会計年度（自 平成 22 年４月 1 日 至 平成 23 年３月 31 日） 

※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

 百万円

親会社株主に係る包括利益 △1,138 

少数株主に係る包括利益 14 

計 △1,123 

※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

 百万円

その他有価証券評価差額金 86 

計 86 
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（セグメント情報等） 

１．報告セグメントの概要 
  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 
 当社は、本社に建設事業担当部門を置き、建設事業における国内及び海外の包括的な戦略を立案し、

事業活動を展開しております。また、不動産事業については、本社で国内の不動産事業を統括しており

ます。 
 したがって、当社は「建設事業」及び「不動産事業」を報告セグメントとしております。 
 「建設事業」は主に国内において海上土木工事、陸上土木工事、建築工事といった建設業を展開して

おります。「不動産事業」は、国内において不動産の販売及び賃貸事業を展開しております。 
 
２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の

方法と同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益であります。 
 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 
前連結会計年度（自 平成 21 年４月１日 至 平成 22 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 
報告セグメント 

   
建設事業 不動産事業 計 

その他 
全社及び 

調 整 
合計 

売上高   

外部顧客に対する売上高 63,488 1,765 65,254 195 － 65,449

セグメント間の内部売上高 － － － 95 △95 －

計 63,488 1,765 65,254 290 △95 65,449

セグメント利益（△損失） 3,177 △973 2,204 34 － 2,239

セグメント資産 41,119 16,302 57,421 78 9,407 66,907

その他の項目   

減価償却費 207 45 253 － 28 281

減損損失 242 1,613 1,855 － 280 2,136

有形固定資産及び無形固定 

資産の増加額 
97 1 99 － 18 117

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主な内容は船舶監理業務

であります。 
   ２．セグメント利益の全社及び調整額△95 百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。 
   ３．全社及び調整に記載されているセグメント資産の額は報告セグメントに帰属しない資産であります。 

４．全社及び調整に記載されている減価償却費、減損損失、有形固定資産及び無形固定資産の増加額は、

報告セグメントに帰属しない資産について当連結会計年度に発生した額であります。 
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当連結会計年度（自 平成 22 年４月１日 至 平成 23 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 
報告セグメント 

   
建設事業 不動産事業 計 

その他 
全社及び 

調 整 
合計 

売上高   

外部顧客に対する売上高 55,962 2,908 58,870 206 － 59,077

セグメント間の内部売上高 － － － 111 △111 －

計 55,962 2,908 58,870 318 △111 59,077

セグメント利益（△損失） 3,368 △349 3,019 40 － 3,059

セグメント資産 26,718 12,476 39,194 128 13,025 52,348

その他の項目   

減価償却費 183 31 214 － 20 235

減損損失 18 334 352 － 167 520

有形固定資産及び無形固定 

資産の増加額 
118 3 122 － 19 141

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主な内容は船舶監理業務

であります。 
   ２．セグメント利益の全社及び調整額△111 百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。 

   ３．全社及び調整に記載されているセグメント資産の額は報告セグメントに帰属しない資産であります。 
４．全社及び調整に記載されている減価償却費、減損損失、有形固定資産及び無形固定資産の増加額は、

報告セグメントに帰属しない資産について当連結会計年度に発生した額であります。 
 
 
４．報告セグメント合計額と連結財務諸表との差額及び当該差額の主な内容 
                                          （単位：百万円） 

利    益 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 2,204 3,019 

「その他」の区分の利益 34 40 

全社費用（注） △1,244 △1,285 

 連結損益計算書の営業利益 994 1,774 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

（追加情報） 

 当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成 21

年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20 号 平成 20 年３月 21 日）を適用しております。 

 

 
注記事項（連結株主資本等変動計算書関係）（連結キャッシュ・フロー計算書関係）（リース取引関係）
（金融商品関係）（有価証券関係）（デリバティブ取引関係）（退職給付関係）（税効果会計関係）（資産
除去債務関係）（賃貸等不動産関係）（関連当事者情報） 
 以上に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため
開示を省略します。 
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（１株当たり情報） 

  

前連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 

至 平成23年３月31日） 

１株当たり純資産額（円） 162.58 111.12 

１株当たり当期純利益（損失）（円） △9.94 △43.10 

 （注）１．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

３．１株当たり当期純利益（損失）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

前連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 

至 平成23年３月31日） 

当期純利益（損失）（百万円） △1,225 △5,316 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る当期純利益（損失） 

（百万円） △1,225 △5,316 

普通株式の期中平均株式数（千株） 123,364 123,362 

 

（重要な後発事象） 

前連結会計年度（自 平成 21 年４月 1 日 至 平成 22 年３月 31 日） 

 該当事項はありません。 

当連結会計年度（自 平成 22 年４月 1 日 至 平成 23 年３月 31 日） 

 資本金の額の減少について 

当社は、平成23年５月12日開催の取締役会において、資本金の額の減少について、平成23年６月29日開
催予定の第195回定時株主総会に付議することを決議いたしました。なお、本件は、上記の定時株主総会で
承認されることを条件に、平成23年８月２日で効力が発生する予定であります。 

 
(1)資本金の額の減少の目的 
  当社の今後の資本政策の機動性を確保することを目的とするものであります。  
(2)資本金の額の減少の方法  
  会社法第447条第１項の規定に基づき、資本金の額をその他資本剰余金に振り替えた上で、欠損の填補に

充てるものであります。 
(3)減少する資本金の額 
  資本金15,431,939,125円のうち、4,057,405,156円を減少し、減少後の資本金を11,374,533,969円とします。

なお、資本金減少の株主総会決議をふまえて、取締役会決議をもって、資本準備金のうち1,014,351,290円を
その他資本剰余金に振り替える予定であります。 

(4)剰余金の処分の要領 
  資本金の額の減少及び資本準備金の振り替えにより生じたその他資本剰余金の全額を繰越利益剰余金に

振り替えることで、欠損の填補を行う予定であります。 
（5)資本金減少の日程 

平成23年５月12日 取締役会決議 
平成23年６月29日 定時株主総会決議（予定） 
平成23年６月30日 債権者異議申述公告日（予定） 
平成23年８月１日 債権者異議申述最終期日（予定） 
平成23年８月２日 効力発生日（予定） 
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 6,139 10,286

受取手形 171 387

完成工事未収入金 18,361 16,380

不動産事業等未収入金 68 52

販売用不動産 12,436 9,651

未成工事支出金 2,478 1,567

不動産事業等支出金 0 3

立替金 2,462 1,324

その他 1,479 950

貸倒引当金 △630 △13

流動資産合計 42,967 40,590

固定資産   

有形固定資産   

建物 2,479 2,018

減価償却累計額 △1,218 △1,115

建物（純額） 1,260 902

構築物 269 225

減価償却累計額 △229 △192

構築物（純額） 39 32

機械及び装置 1,034 919

減価償却累計額 △880 △787

機械及び装置（純額） 153 131

船舶 4,011 4,031

減価償却累計額 △3,769 △3,791

船舶（純額） 241 240

車両運搬具 18 17

減価償却累計額 △15 △15

車両運搬具（純額） 2 1

工具器具・備品 882 832

減価償却累計額 △762 △718

工具器具・備品（純額） 119 113

土地 5,681 4,581

リース資産 24 42

減価償却累計額 △3 △11

リース資産（純額） 21 31

建設仮勘定 35 －

有形固定資産合計 7,555 6,035

無形固定資産   

借地権 1 1

その他 99 109

無形固定資産合計 100 110
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,711 1,629

関係会社株式 1,260 226

従業員に対する長期貸付金 0 0

関係会社長期貸付金 2,755 3,070

長期貸付金 － 14

破産更生債権等 81 679

敷金及び保証金 476 423

その他 293 235

貸倒引当金 △790 △1,591

投資その他の資産合計 5,788 4,686

固定資産合計 13,443 10,833

繰延資産   

社債発行費 8 2

繰延資産合計 8 2

資産合計 56,420 51,426

負債の部   

流動負債   

支払手形 6,320 5,428

工事未払金 6,819 9,796

不動産事業等未払金 80 33

1年内償還予定の社債 330 140

短期借入金 18,923 8,953

リース債務 5 8

未払金 236 2,454

未払法人税等 63 96

未成工事受入金等 3,945 2,996

預り金 3,087 1,519

賞与引当金 57 165

完成工事補償引当金 46 40

工事損失引当金 217 365

災害損失引当金 － 270

その他 39 48

流動負債合計 40,173 32,317

固定負債   

社債 140 －

長期借入金 330 －

リース債務 17 24

繰延税金負債 12 38

再評価に係る繰延税金負債 1,225 1,027

退職給付引当金 3,574 3,824

訴訟損失引当金 37 －

その他 111 47

固定負債合計 5,448 4,962

負債合計 45,621 37,279
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,431 15,431

資本剰余金   

資本準備金 3,857 3,857

その他資本剰余金 1,279 1,279

資本剰余金合計 5,137 5,137

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 △9,885 △6,351

利益剰余金合計 △9,885 △6,351

自己株式 △691 △691

株主資本合計 9,992 13,526

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 19 56

土地再評価差額金 786 563

評価・換算差額等合計 805 619

純資産合計 10,798 14,146

負債純資産合計 56,420 51,426
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（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高   

完成工事高 61,650 54,432

不動産事業等売上高 1,744 2,997

売上高合計 63,395 57,429

売上原価   

完成工事原価 55,689 48,731

不動産事業等売上原価 1,011 1,823

販売用不動産評価損 1,463 1,318

売上原価合計 58,163 51,873

売上総利益   

完成工事総利益 5,961 5,700

不動産事業等総損失（△） △729 △144

売上総利益合計 5,231 5,555

販売費及び一般管理費   

役員報酬 135 124

従業員給料手当 1,580 1,634

賞与引当金繰入額 17 51

退職金 1 1

退職給付費用 197 241

法定福利費 240 251

福利厚生費 109 115

修繕維持費 15 10

事務用品費 58 56

通信交通費 314 310

動力用水光熱費 37 36

調査研究費 65 62

広告宣伝費 85 74

貸倒引当金繰入額 589 40

交際費 81 85

寄付金 4 4

地代家賃 317 296

減価償却費 40 36

租税公課 202 221

保険料 18 13

雑費 419 407

販売費及び一般管理費合計 4,533 4,076

営業利益 698 1,479
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業外収益   

受取利息 85 90

受取配当金 315 237

その他 43 43

営業外収益合計 444 371

営業外費用   

支払利息 625 394

支払手数料 143 44

その他 80 74

営業外費用合計 849 513

経常利益 292 1,337

特別利益   

前期損益修正益 188 141

固定資産売却益 21 151

投資有価証券売却益 49 3,478

その他 17 0

特別利益合計 278 3,772

特別損失   

前期損益修正損 60 287

固定資産売却損 25 126

固定資産除却損 15 4

貸倒引当金繰入額 608 335

減損損失 2,136 520

災害による損失 － 417

その他 467 220

特別損失合計 3,313 1,913

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △2,742 3,196

法人税、住民税及び事業税 90 83

法人税等調整額 △445 △197

法人税等合計 △355 △114

当期純利益又は当期純損失（△） △2,387 3,310
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 15,431 15,431

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 15,431 15,431

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 3,857 3,857

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,857 3,857

その他資本剰余金   

前期末残高 1,279 1,279

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,279 1,279

資本剰余金合計   

前期末残高 5,137 5,137

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,137 5,137

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金   

前期末残高 △7,507 △9,885

当期変動額   

当期純利益又は当期純損失（△） △2,387 3,310

土地再評価差額金の取崩 9 222

当期変動額合計 △2,377 3,533

当期末残高 △9,885 △6,351

利益剰余金合計   

前期末残高 △7,507 △9,885

当期変動額   

当期純利益又は当期純損失（△） △2,387 3,310

土地再評価差額金の取崩 9 222

当期変動額合計 △2,377 3,533

当期末残高 △9,885 △6,351
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

自己株式   

前期末残高 △691 △691

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △691 △691

株主資本合計   

前期末残高 12,370 9,992

当期変動額   

当期純利益又は当期純損失（△） △2,387 3,310

自己株式の取得 △0 △0

土地再評価差額金の取崩 9 222

当期変動額合計 △2,377 3,533

当期末残高 9,992 13,526

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △67 19

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 86 37

当期変動額合計 86 37

当期末残高 19 56

土地再評価差額金   

前期末残高 795 786

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △9 △222

当期変動額合計 △9 △222

当期末残高 786 563

評価・換算差額等合計   

前期末残高 728 805

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 76 △185

当期変動額合計 76 △185

当期末残高 805 619

純資産合計   

前期末残高 13,098 10,798

当期変動額   

当期純利益又は当期純損失（△） △2,387 3,310

自己株式の取得 △0 △0

土地再評価差額金の取崩 9 222

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 76 △185

当期変動額合計 △2,300 3,348

当期末残高 10,798 14,146
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6．役員の異動（平成 23 年６月 29 日予定） 

  本日公表しております「代表取締役および役員の異動に関するお知らせ」をご覧ください。 
 
7．その他 
   受注・売上・繰越分類表 
  （１）受  注  高 

（単位：百万円） 
期別 前期（21.４～22.３） 当期（22.４～23.３） 増   減 

区分 金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 

  % %  %

海上土木 27,577 57.3 23,164 52.6 △4,413 △16.0

陸上土木 14,119 29.3 10,272 23.3 △3,847 △27.2

建築 6,304 13.1 10,393 23.6 4,089 64.9

建設事業 計 48,001 99.7 43,830 99.5 △4,171 △8.7

開発事業等 137 0.3 235 0.5 98 71.7

合計 48,139 100.0 44,066 100.0 △4,073 △8.5

  （２）売  上  高 
（単位：百万円） 

期別 前期（21.４～22.３） 当期（22.４～23.３） 増   減 

区分 金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 

  % %  %

海上土木 33,597 53.0 32,421 56.5 △1,175 △3.5

陸上土木 20,960 33.1 15,148 26.4 △5,811 △27.7

建築 7,093 11.1 6,861 11.9 △231 △3.3

完成工事高 計 61,650 97.2 54,432 94.8 △7,218 △11.7

不動産売上高 1,607 2.6 2,762 4.8 1,155 71.9

開発事業等売上高 137 0.2 234 0.4 96 70.4

合計 63,395 100.0 57,429 100.0 △5,966 △9.4

  （３）繰  越  高 
（単位：百万円） 

期別 前期（21.４～22.３） 当期（22.４～23.３） 増   減 

区分 金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 

  % %  %

海上土木 18,937 48.6 9,680 34.1 △9,257 △48.9

陸上土木 14,629 37.5 9,752 34.4 △4,876 △33.3

建築 5,405 13.9 8,937 31.5 3,531 65.3

建設事業 計 38,971 100.0 28,370 100.0 △10,601 △27.2

開発事業等 － － 1 0.0 1 －

合計 38,971 100.0 28,371 100.0 △10,600 △27.2
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